













































































































































































































































































































































































































































































































大阪 兵庫 京都 愛知 神奈川 東京
訪問介護 ４０ １０ ４ ０ ２ ２
訪問看護 ２ ０ ６ ０ ０ ０
訪問リハビリテーション ２ ０ ０ ０ ０ ０
通所介護 １８ １０ ０ １ ２ ２
通所リハビリテーション ２ ０ ０ ０ ０ ０
福祉用具 ４ ０ ０ ０ ０ ０
居宅介護支援 １６ ２ ２ ０ ０ ０
特定施設入居者生活介護 １ ０ ２ ０ ０ ２
認知症対応型共同生活介護 ２ ０ ０ ０ ０ ０
介護老人福祉施設 ３ ５ ３ ０ ０ ０
介護老人保健施設 ６ ０ ０ ０ ０ ０
介護療養型医療施設 １ ０ ０ ０ ０ ０
合 計 ９７ ２７ １７ １ ４ ６
在日コリアン人口
（２００８年１２月末現在）

























































































事業地域 堺 大阪 神戸 京都 合計
特別養護老人ホーム ８０名 ５８名 １００名 ２３８名
ショートステイ １０名 １２名 ２０名 ４２名
デイサービス ２０名 ３０名 ４５名 ９５名
ヘルパーステーション １１，２０８名 ８，３８３名 ８，７７７名 ３８６名 ２８，７５４名
ケアプラン １，２５５件 １，０７９件 １，１８５件 １９０件 ３，７０９件
在宅介護支援 ８５４件 ２９８件 １，１５２件
ケアハウス ４０名 ４０名
ヘルパー養成講座 ４１５名 ５２名 １８名 ４８５名
国際社会福祉研修 ７５７名
出所：在日韓国老人ホーム作る会，http://www.tsukurukai.jp/（２０１１／６／１５）
表３）社会福祉法人こころの家族・故郷の家の介護事業内容
故郷の家は在日コリアン高齢者の介護現場の実践を先導し，また民族学校
の生徒の慰問先ともなり民族間の世帯間交流を進めてきた。また，民団の組
織である婦人会のメンバーが介護実習を受けるなどコリアン民族の介護人材
育成を担う場でもあった。故郷の家は，在日コリアン高齢者を主体にした福
祉運動を通して国境，民族，文化を超え，個々人の生活習慣を大切にしなが
ら，在日コリアン高齢者の介護支援に数多くの実績を残していると言ってよ
いだろう。故郷の家は，多文化共生時代である２１世紀にふさわしい新しい福
祉モデルを示唆している。
おわりに
本稿は，在日コリアン高齢者にとって日本の介護保険制度はどうあるべき
かという問題を究明するための予備的な研究である。在日コリアン高齢者へ
の介護支援活動の歴史的展開を探り，データベースの分析を通して現状を把
５０ 桃山学院大学社会学論集 第４５巻第１号
握し，現在の課題を抽出し，その検討を進めた。
まず，その歴史的展開の一端を，在日コリアンの日常生活支援から高齢者
の介護支援まで活動を展開してきた民団に焦点を合わせて紹介した。さらに，
介護サービス情報公表支援センターが作成したデータベース検索を通じ，在
日コリアン高齢者への介護支援活動の現状を整理した。その結果，介護サー
ビスの提供部分については地域間格差が存在していることや，サービスの種
類が通所介護サービスに集中しているため選択肢のないサービスを強いられ
る問題が生じていることが明らかになった。そして，最後に，在日コリアン
高齢者を対象にした介護支援活動の限界を補うために近畿地域において在宅
サービスや介護老人福祉施設サービスを提供し，先駆的なモデル事業を展開
している故郷の家の活動を検討した。これによって民族性を重視した介護支
援活動の可能性も示されるに至ったのである。
今後の課題は次の通りである。第１に，本稿は民団の介護支援活動に焦点
をあてたために，在日本朝鮮人総連合会（以下，総連）の介護支援活動を紹
介できなかった。別稿では民族学校と連帯し，介護支援活動を続けている総
連の「ウリ（私達の意味）式の介護」とも言われている民族性を重視した介
護支援活動を紹介したい。
第２に，介護サービス情報公表システムを使い，在日コリアン高齢者向け
のサービス事業所の数を推定してきたが，システム自体の問題点については
一切言及できなかった。今回の研究を機に，在日コリアン高齢者介護サービ
スの情報の公表のあり方を探る研究も今後一層進めたい。
第３に，こうした研究の積み重ねによって在日コリアン高齢者の介護サー
ビスを研究するための基本資料の構築を目指すとともに，在日コリアン高齢
者の社会的・文化的特性を理解した介護サービスの質の向上に貢献しうる研
究を進めていきたい。
在日コリアン高齢者への介護支援活動 ５１
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